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■  トドマツ再造林の新手法 −機械全面地拵え−
北海道で広く植えられるトドマツは成長が遅いた

め、手入れが必要な面積を減らす目的で「筋状施業」
が行われています。筋状施業では施業筋だけに地拵
え・植栽を行い、無施業筋には手を加えないため（写
真1A）造林費用が安く済みます。しかし、無施業筋か
ら施業筋にササが侵入し7年間の下刈りが必要とな
るため、さらなる低コスト化を妨げています。

そこで、大型機械による「クラッシャ地拵え *」（写
真1B）や「バケット地拵え *」（写真1C）を造林地の全
面に適用することで、ササの再生を抑えて下刈り回
数を減らせるか試験しました。植栽後４年間は下刈
りをせずに放置しましたが、ササの再生は抑えられ、
代わりに落葉性の植生が繁茂しました（写真1D）。

■  下刈りを減らしてコスト削減！苗木成長は順調！
植栽後８年間で下刈りは５年目に1回のみ実施し

ましたが、トドマツは順調に成長し、雑草木が最も
繁茂した4年目も下刈りした年と同程度の成長速度
を示しました（図1A，B）。これは、競争相手がササか
ら落葉性植物に変わり、耐陰性の高いトドマツがそ
の下でも成長できることや（図1C）、常緑のトドマツ
は落葉性の植物が葉を落とす初春や晩秋にも光を受
け光合成できることが要因と考えられます。

施業費を比較すると、地拵えと１回あたりの下刈
り費用は筋状施業の方が安価ですが、全面機械地拵
えは下刈り回数を大幅に減らせるため、地拵え＋下
刈りの費用は最大40% 削減できると見込まれました。
このことから、全面機械地拵えがトドマツ再造林の
コスト削減に有効であることが分かりました。

■  機械の通り道が苗木に影響？
試験地で主伐時にフォワーダが通った集材路では、

雑草木が少ないにもかかわらず（図2D）、苗木の生存
率（図2A）や樹高（図2B）が低下しました。これは、降

全面機械地拵えでトドマツの下刈り回数を大幅に削減

雨後の約20°の傾斜地で、大型機械が湿った土壌を
繰り返し踏み固めたためと考えられます。このため、
植栽場所で機械走行する際は、天候や地形、走行回
数を考慮し、過度な踏み固めを避けることが重要です。
一方、別の平坦な苗畑での踏み固め試験では、機械走
行による悪影響はなく（図3A）、雑草木が抑制され（図
3C）、根元径の成長が促進されました（図3B）。このこ
とから、適切な機械走行により雑草木の抑制と苗木
の成長が両立できる可能性が示されました。

専門用語
地拵え：植裁の邪魔になる枝条や雑草木を除去し、整理する
作業です。
クラッシャ地拵え：主伐時に発生する枝条や雑草木を、重機
に取り付けたアタッチメントで破砕する地拵え方法。破砕物
が林地を覆うことで、地拵え後に雑草木の繁茂が抑制されま
す。
バケット地拵え：主伐時に発生する枝条を表層土壌とともに、
重機に取り付けたバケットで植栽地外へと押しやる地拵え
方法。ササや雑草木が根茎から取り除かれるため、地拵え後
の繁茂が抑制されます。
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図1　樹高（A）と根元径（B）の
相対成長速度の経年変化と落
葉植生下のトドマツの様子（C）
緑色は平均値（エラーバーは標
準偏差）、灰色は各測定値を示
す。Harayama et al. (2024) を
基に作図。

図2　植栽8年後の生存率（A）、
樹高（B）、根元径（C）と作業３
年後の集材路の様子（D）
エ ラ ー バ ー は 標準偏差（**：
p < 0.01、ns：p ≧ 0.05）、小点
は 各 測 定 値。Harayama et al. 
(2024) を基に作図。

図3　苗畑での機械走行・下刈り試験におけるトドマツ苗の樹高（A）と根元径（B）の相対成長速度、および無下
刈り区の雑草木の繁茂状況（C）
エラーバーは標準偏差（各 n = 6）、小点は各測定値、右上の文字は分散分析の結果（W：下刈り，C：走行，W*C：
交互作用，**：p < 0.01，***：p < 0.001，ns：p ≧ 0.05）、図中の異なるアルファベットは４処理間で有意差があ
ることを示す（p < 0.05）。(C) の数値は下刈り区の開空度を100とした相対開空度。Sugai et al. (2024) を基に
作図。

ト ドマツの造林地で大型機械による全面地
じごしら

拵え * を行った結果、ササの再生が抑制され、下刈り1回
でも苗木は良好に育ちました。従来の筋状施業に比べ、地拵え＋下刈りの費用を最大40% 削減で

きることが分かりました。
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写真1　トドマツ再造林にお
ける従来型の筋状施業（A）と
本研究の全面機械地拵え施業

（B 〜 D）
A：従来型筋状トドマツ施業、
B: クラッシャ地拵え、C バ
ケット地拵え、D：全面機械地
拵えから３年後の空撮写真。
Harayama et al. (2024) を改変。
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